
＜＜＜専専専門門門ののの調調調査査査員員員ににによよよるるる水水水鳥鳥鳥調調調査査査＞＞＞   

善福寺川を 6 区分し、それぞれの区間に約２ｋｍの調査ルート（Ａ～F）を

設定、各ルートに出現する鳥類の確認を同時間一斉に実施しました。 

調査は、一定の速度で２時間歩き、ルート上の幅 50ｍ（片側 25m)の範囲

に出現する鳥類の種類、個体数、諸行動について記録しました。 

各ルートについて、A ルートは池の周辺に樹林や植栽帯、池内にヨシや低

木が点在しています。B・C ルートは住宅地内、D・E ルートは緑地内をそれ

ぞれ川が流れて、F ルートは住宅地からビル街にかけて川が流れています。 

 

＜＜＜区区区民民民参参参加加加ににによよよるるる水水水鳥鳥鳥調調調査査査＞＞＞   

今年も善福寺公園（Ａルート）、西田橋～尾崎橋（Ｄルートの一部）、尾崎橋～和田堀池（Ｅルー

トの一部）において、善福寺川流域の小学校の児童とともに、鳥に詳しい先生の解説を受けながら、

善福寺川を利用する鳥について観察し、種類や個体数を記録しました。 

 

 

  

 

 

 

 

【水鳥一斉調査の目的】  
現在の善福寺川の自然を知ることと、区民の皆さんにもっと善福寺川に注目してもらうことを 

目的に、善福寺川でどんな水鳥が、どこで、どれくらい利用しているかを一斉に調べる、 

「善福寺川 水鳥一斉調査」を実施しました。水鳥以外の鳥もあわせて調べました。 

＜実施日＞ 平成３1 年１月 19 日(土)10：００～12：00 晴れ 

【調査の方法】 
区民の皆さんと善福寺川の自然を再確認する＜区民参加による水鳥調査＞と、 

善福寺川全域の水鳥の利用状況を把握する＜専門の調査員による水鳥調査＞を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門の調査員による調査風景

今今今年年年ももも「「「善善善福福福寺寺寺川川川   水水水鳥鳥鳥一一一斉斉斉調調調査査査」」」ををを行行行いいいままましししたたた!!!!!!

参加して頂いた小学生の皆さんとの調査風景 

＜＜＜調調調査査査ルルルーーートトト＞＞＞   

善 福 寺 川 

第第第１１１１１１回回回   

A：善福寺公園（上池、下池） 
B：美濃山橋～鍛冶橋 
C：鍛冶橋～松渓橋 

D：松渓橋～尾崎橋 
E：尾崎橋～宮木橋 
F：宮木橋～神田川合流地点 

Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ Ｅ Ａ 

緑地が広がる D・E・F ルート 

池がある A ルート 
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◇最近３年間の調査結果（確認した鳥と数） 

今年の調査では、「水鳥」は、オナガガモ、カルガモ、キンクロハジロ、ハクセキレイ

が多く確認され、計 16 種が確認されました。「水鳥以外」では、シジュウカラ、ハシブト

ガラス、ヒヨドリ、ムクドリ、ドバトが多く確認され、計 24 種が確認されました。 

◇今年確認された主な水鳥たち 

◇確認された鳥の種数の推移 

当初、確認種類数は少なく、合計 20 種類程度でしたが、参加者や調査範囲が増えることにより、確認さ

れた鳥の種類も徐々に増え、近年は、水鳥、水鳥以外の種類のそれぞれ 20 種近くを観察できるようになり

ました。その中で今年は、合計 40 種類を確認しています。 
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1 アオサギ 4～20 1～9 1～6 1～16 1 1～2

2 オオバン 1 1～10 1～9

3 オナガガモ 1～79 2～14 2～30 2～55 1～5 1～11 2～41 1～22 2～16

4 カイツブリ 1～23 2 1～20 1～2 2 1～7 1～3 1～6

5 カルガモ 4～80 5～30 3～64 3～65 2～15 5～35 3～49 1～50 4～48

6 カルガモ×マガモ 1～8 1～16

7 カワウ 1 1 1～5 4 1～2 2～4 1～20 1

8 カワセミ 1～21 1 1～4 1～6 2～6 1～7 1～2 1～16 1～3

9 キセキレイ 1～7 1 1～4 3 1～4 1～5 2 1～50 1～8

10 キンクロハジロ 1～28 1～14 5～40 1～2 1～11 1

11 ゴイサギ 1～11 1 1～5 1～12 1～5 4

12 コガモ 1～15 1～4 1～6 1～2 1～2 1～6 1～4 1～3 1～6

13 コサギ 1～7 2 5 1 1～7

14 スズガモ 1～7

15 セグロセキレイ

16 ダイサギ 1～2 1～3

17 ハクセキレイ 1～10 3～14 1～15 1～10 1～7 1～19 1～30 1～12

18 ハシビロガモ 1 1

19 バン 6 1～4 1～13

20 ホシハジロ 1～4

21 マガモ 1～17 1～5 1～9 1～30 1～5 1～14 1～11 1～30 1～14

22 ユリカモメ

23 アイガモ（アヒル含む）

24 バリケン

16種類 8種類 11種類 17種類 9種類 10種類 15種類 14種類 15種類

1 アオゲラ 1～4

2 アオジ 1～3 1～1 1～5 1

3 アカハラ 1

4 アトリ 1 1～6 1～13 15～32 1～50 1～25

5 ウグイス 1～2 1 1～2 1～4 1 1～2

6 エナガ 1～4 1～23 1～3 7～15 10 2 1～15 1～10 1～20

7 オオタカ 1～11 1～3 1～3

8 オナガ 1～10 5～10 1～12 1～10 1～17 1～5 1～15 1～5 1～9

9 カワラヒワ 1～5 1～9 3～10 2 1～5 1～30 1 1～39

10 キジバト 1～25 1～31 1～12 1～12 1～9 2～17 1～50 1～79 1～28

11 コゲラ 1～4 1～5 1～3 1～5 1～5 1～2 1～4 1～22 1～3

12 シジュウカラ 1～45 1～13 1～14 1～30 1～17 1～10 1～24 1～20 1～25

13 シメ 1 1～2 1～15 1 1～4 1～10

14 ジョウビタキ 1～10 1 1 1～2 1～2 1

15 シロハラ 2 1～2 1～3

16 スズメ 1～7 1～5 1～12 1～30 1～3 2～15 2～4 1～50 1～7

17 ツグミ 1 1～5 1～4 1～8 1～12 1～5 1～6 1～40 1～9

18 ツミ 1

19 トビ 1～7

20 ハシブトガラス 1～47 1～10 1～73 1～12 1～27 1～30 1～50 1～40

21 ハシボソガラス 1～4 1～5 1～6 1～2 1～3 2～12 20 1～6 1～15

22 ヒガラ 10 1 2

23 ヒヨドリ 2～53 2～46 3～27 5～61 2～74 2～41 2～36 1～36 2～70

24 ムクドリ 1～6 1～30 2～4 1～8 1～42 1～50 2～38 1～50 2～137

25 メジロ 1～3 1～10 1～5 1～5 1～5 1～4 1～10 1～11 1～4

26 モズ 1 1 1

27 ヤマガラ 1～6 5 1

28 ルリビタキ 1～2

29 ドバト 1～41 6～128 1～29 1～31 1～10 1～6 1～139 1～250 1～66

30 ホンセイインコ 1～13 1

31 ニワトリ 1

21種類 18種類 20種類 19種類 17種類 17種類 18種類 24種類 21種類

37種類 26種類 31種類 36種類 26種類 27種類 33種類 38種類 36種類

22種類

41種類

小　計

確認した種

昨年の結果（2018年1月）

Ａルート
（善福寺公園）

Ｄルート
（西田橋～尾崎橋）

2017年1月の結果

Ａルート
（善福寺公園）

Ｄルート
（西田橋～尾崎橋）

Ｅルート
（尾崎橋～和田堀池）

18種類

Ｅルート
（尾崎橋～和田堀池）

19種類

水
鳥

16種類

44種類

26種類

確認した鳥の種類数

水
鳥
以
外
の
鳥

小　計
24種類

40種類

今年の結果（2019年1月）

Ａルート
（善福寺公園）

Ｄルート
（西田橋～尾崎橋）

Ｅルート
（尾崎橋～和田堀池）

区 民 参 加 に よ る 水 鳥 調 査 の 結 果 

アアアオオオサササギギギ   

注意 1：調査用紙

に記入された観

察数のうち、最少

数～最多数を示

している。ただ

し、極端に数が多

かったり、不自然

な種類の記載が

あった場合は修

正を行った。 

 

注意 2：赤字はそ

れぞれのコース

で確認個体数が

多い上位３種。 

 

注意 3：確認した

種は、過年度の調

査で確認された

鳥を含む。 

キキキセセセキキキレレレイイイ
キキキンンンクククロロロハハハジジジロロロ   

ゴゴゴイイイサササギギギ   
チチチュュュウウウサササギギギ

オオオナナナガガガガガガモモモ   コココガガガモモモ   ハハハクククセセセキキキレレレイイイ   

カカカワワワセセセミミミ   カカカイイイツツツブブブリリリ



 

今回の調査では、善福寺川

全体で３7 種類の鳥類（水

鳥以外の鳥も含め）が確認

され、「水鳥」は、1６種類

でした。 

また、A ルートでキセキレ

イ、Cルートでチュウサギが、

はじめて確認されました。 

全体を通して最も多く見ら

れた鳥は、「1 位 オナガガ

モ」「2位 カルガモ」「3 位 

ヒヨドリ」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

専 門 の 調 査 員 に よ る 水 鳥 調 査 の 結 果 １ 

 

 

注1)青字は、水鳥（外来種は含まず） 

注 2)紫字は、外来種 

注 3)ピンクの網かけは、各ルートで確認数の多い

値(上位 3種) 

注 3)黄色の網かけは、各ルートにおいて11年間

の調査の中で今年新たに確認された種 

注 4) 灰色の網かけは、交雑個体であるため種数

の合計には含まない 

注 5) ※は調査時間外の確認種 

2019年 2018年 2017年 2019年 2018年 2017年 2019年 2018年 2017年 2019年 2018年 2017年 2019年 2018年 2017年 2019年 2018年 2017年 2019年 2018年 2017年

ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 3 3 4 3 3 4

ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ カワウ 6 7 2 3 2 1 1 2 1 1

ゴイサギ 4 1 4 4 4 1

ダイサギ 1 1 1 1

チュウサギ 1 1

コサギ 8 6 9 2 3 2 1 1 3 1 1 2 5 2

アオサギ 8 2 8 8 2 8

オシドリ

ヒドリガモ 6 10 2 3 4 7

マガモ 5 2 8 2 3 2 2 2 2 1 1

カルガモ 151 133 196 44 21 35 4 13 18 19 31 34 22 12 23 47 30 52 15 26 34

コガモ 75 82 55 3 28 34 26 28 32 10 1 1 ※ 2 3 13 15 16

オナガガモ 194 229 284 19 11 27 35 31 29 89 125 134 9 7 7 5 4 44 48 83

ハシビロガモ 7 7 7 7

ホシハジロ 3 1 3 1

キンクロハジロ 8 34 9 3 24 5 1 2 1 2 8 5

スズガモ

カルガモ×マガモ 3 4 1 2 1 2 1 1

トビ 1 1

オオタカ 2 2 ※

ノスリ

バン 1 1 1 1

オオバン 2 2

ﾊﾄ ﾊﾄ キジバト 18 25 38 8 4 9 3 1 1 1 5 8 10 2 11 17 1

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ カワセミ 4 6 2 2 1 1 4 1 1 ※ 1 1

アオゲラ 1 1

コゲラ 6 9 5 3 2 4 2 2 1 1 5

キセキレイ 6 11 6 1 8 1 1 2 2 1 1 2 1 1 2

ハクセキレイ 58 56 65 3 7 11 23 12 10 6 15 17 10 8 9 7 13 8 10 10

セグロセキレイ ※

ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 126 95 89 59 31 29 3 8 3 10 6 12 25 13 16 22 28 19 7 9 10

ﾓｽﾞ モズ 2 1 2 1

ルリビタキ 1 1

ジョウビタキ 2 3 2 1 2

アカハラ

シロハラ 3 4 2 4 1

ツグミ 2 10 14 1 4 2 2 1 4 2 1 3 3 2 1

ｳｸﾞｲｽ ウグイス 17 2 1 16 1 1 1 1

ｴﾅｶﾞ エナガ 13 19 18 5 12 13 2 14 4

ヒガラ

ヤマガラ

シジュウカラ 46 42 24 29 24 9 1 12 5 11 3 13 4 1

ﾒｼﾞﾛ メジロ 27 39 52 8 19 19 2 7 6 2 2 3 4 2 16 7 6 8 4 3

ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 4 3 2 3 1 ※ 2 2 1

カワラヒワ ※ 37 24 ※ ※ ※ 19 34 2 3 3

ウソ

シメ 4 1 4 1 ※

アトリ 9 79 26 1 26 8 27

ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ スズメ 61 44 84 2 1 9 2 9 20 9 7 13 8 38 5 4 6 14 19 23

ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 28 62 156 7 4 27 3 9 1 3 5 13 15 20 61 10 40 14 14

オナガ 3 2 3 2 ※

ハシボソガラス 7 7 5 2 3 2 4 1 2 1 1 1 2

ハシブトガラス 32 51 43 8 3 11 1 1 1 4 1 2 4 2 9 13 43 19 2 1 1

カラス科の一種

チドリ カモメ ユリカモメ

アイガモ（アヒルを含む）

ガチョウ

バリケン

ﾊﾄ ﾊﾄ ドバト 121 99 287 16 7 62 7 46 6 2 9 4 42 16 103 43 1 95 11 20 17

ｲﾝｺ ﾊﾄ ホンセイインコ 4 1 7 2 2 2 1 5

確認個体数 1075 1146 1603 266 173 322 129 195 121 194 259 249 185 126 372 178 216 324 123 177 215

確認種数 37種 37種 40種 28種 23種 31種 19種 17種 17種 13種 21種 20種 19種 21種 24種 20種 18種 19種 13種 17種 12種

Cルート Dルート Eルート Fルート

在
来
種

ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ

ｶﾓ ｶﾓ

区分 目名 科名 種名

BルートAルート

ﾀｶ ﾀｶ

ﾂﾙ ｸｲﾅ

ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ

ｽｽﾞﾒ

ｾｷﾚｲ

ﾂｸﾞﾐ

ｼｼﾞｭｳｶﾗ

ｱﾄﾘ

ｶﾗｽ

外
来
種

ｶﾓ ｶﾓ

計

全体



 

 

 

 

 

 

専 門 の 調 査 員 に よ る 水 鳥 調 査 の 結 果 ２ 

A ルート 

善福寺公園 

Ｂルート 

美濃山橋～鍛冶橋 

Ｃルート 

鍛冶橋～松渓橋 

Ｅルート 

尾崎橋～宮木橋 

Ｄルート 

松渓橋～尾崎橋 

Ｆルート 

宮木橋～神田川合流地点 

Ｎ 

A ルート B ルート C ルート D ルート E ルート F ルート 

 カイツブリ ゴイサギ 

マガモ カルガモ オナガガモ 

キンクロハジロ バン カワセミ 

ハクセキレイ 

カワウ 

コサギ ハシビロガモ 

ダイサギ 

コガモ 

オオバン ホシハジロ 

ユリカモメ 

カルガモ コガモ 

オナガガモキセキレイ キセキレイ ハクセキレイ

ダイサギ 

コサギ 

カワセミ 

カワウ 

セグロセキレイ 

セグロセキレイ ハシビロガモ 

ゴイサギ アオサギ 

オシドリ マガモ 

カルガモ オナガガモ

ハクセキレイ

キセキレイ 

カワウ コガモ キンクロハジロ 

カワセミ 

コサギ セグロセキレイ 

カルガモ オナガガモ

ハクセキレイ 

コガモ 

カワウ 

キセキレイ 

キンクロハジロ コサギ マガモ 

カイツブリ ダイサギ バン 

カワセミ 

カルガモ 

オナガガモ

コガモ 

キセキレイ 

マガモ コサギ 

キンクロハジロ カワウ 

コサギ カルガモ コガモ 

オナガガモ ハクセキレイ 

カワセミ ダイサギ 

マガモ ハシビロガモ カワウ 

ホシハジロ スズガモ 

１9 種類 １6 種類 １9 種類 １１種類 １３種類 9 種類 

ヒドリガモ 

ヒドリガモ 

９回～１1 回 

（ほぼ毎年） 

７～８回 

５～６回 

３～４回 

１～２回 

（稀れ） 

キンクロハジロ 

確認された種類数 

オオバン 

◇善福寺川における１１年間（１１回調査）の「水鳥」の確認状況 

アオサギ 

キセキレイ 

キンクロハジロ 

チュウサギ チュウサギ

ハクセキレイ

11 回の調査で 
確認された回数 



◇主な生育環境による区分別の確認種数（１１年間） 
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種
数 河川・海域と連続した広域で多様な環境

草地や耕作地と複合的な河川・池沼・湿地

樹林・草地などと複合的な河川・池沼・湿地

汽水域、下流域の河川

広い池沼・河川

池沼・河川

◇これまでの調査で確認された注目すべき種類 

 

◇杉並区全域（※1）と善福寺川での確認された鳥類の違い 

 

専 門 の 調 査 員 に よ る 調 査 結 果 3 （ １ １ 年 間 の 調 査 の ま と め ） 

カイツブリ 

※1 レッドデータブック(環境省.2013） 

ＮＴ：準絶滅危惧 

ＤＤ：情報不足 

 

※2 東京都レッドデータ（東京都.2013） 

CR：絶滅危惧ⅠA 類 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

※：留意種 

・：非分布種 

 

▲  調査時間外のみの確認種 

ダイサギ 

バン 

オオタカ 

オオバン 

カイツブリ 

セグロセキレイ 

コサギ スズガモ 

アオゲラ モズ 

 

※2「多様な生物が生息する都立公園づくり事業.東京都建設局.平成25～27年度」における生物データを活用。 ※1「杉並区自然環境調査報告書（第6次）」 調査は1985～2013年の間に10回実施。旅鳥は除く。 

 善福寺川では杉並区で確認されている冬鳥および留鳥をほと

んど（約９割）を見ることができます。特に水鳥はイソシギ

を除くすべての種類が確認されました。 

 善福寺川のみで確認されている種として、「水鳥」ではヒドリ

ガモ・ホシハジロ・ユリカモメ、「陸鳥」ではアトリ・ウソ・

猛禽類のノスリが確認されました。 

 注目すべき種類として、18 種類が該当しています。善福寺公園のある Aルートで最も多く、次い

でE ルートとCルートで多く確認しています。また、エナガは、東京都のレッドデータブックに

よると区部は非分布種となっていますが善福寺川で確認されています。 

オシドリ 

カワセミ 

渡
り
鳥 

留
鳥 

水鳥の生息環境をさらに細区分し、都内で善福寺川と同
じ台地に位置している、水辺環境を有する主要な公園・緑
道・庭園で確認された水鳥の種類と比較しました。 

 
１１年間の一斉調査の結果から、確認された鳥を主な生息環境により区分し、種類や確認個体数
をルート別に平均して比較しました。 

 全体 
 善福寺川全域には約36 種、1100 羽ほどの鳥が利用していることが分かりました 
 そのうち善福寺川にいる「水鳥」は、約 17 種、720 羽でした。 
 ルート別 
 Ａルート(善福寺池)では、約28 種類、400 羽で最も多くの鳥がみられました。 
 対照的に、種類が最も少ないのは最下流部のＦルートで約１３種類、195 羽でした。 
 Ａルートは、約12 種類の「水鳥」がみられ、その数は約 230 羽となります。 
 対照的に、「水鳥」の種類が最も少ないのは善福寺川緑地の中を通るＤルートでした。 
 「林縁」「林地」「林地～農地」を利用する鳥は、Ａ、Ｄ、Ｅルートで多く、その種類は、

10 種類程度でした。 

 
 渡り鳥の個体数は 2009 年には700 羽程度でしたが、今年は 30０羽程度で、年々

減少している傾向がみられます。 
 留鳥のカルガモの個体数は 2009 年には 100 羽前後でしたが、最近では、やや増

え150 羽を超す年が増えています。 
 種類数は、渡り鳥・留鳥ともに年による大きな増減はありませんが、留鳥は今年過去

最も低い６種類しか確認されませんでした。 

◇水鳥における渡り鳥と留鳥の確認状況の変化 
 

● 全体 ● ルート別 

種名 区分 善福寺川 杉並区全域

アオサギ 留鳥 ● ●
イソシギ 留鳥 ●
カイツブリ 留鳥 ● ●
カルガモ 留鳥 ● ●
カワウ 留鳥 ● ●
カワセミ 留鳥 ● ●
ゴイサギ 留鳥 ● ●
ハクセキレイ 留鳥 ● ●
バン 留鳥 ● ●
オオバン 冬鳥 ● ●
オシドリ 冬鳥 ● ●
オナガガモ 冬鳥 ● ●
キセキレイ 冬鳥 ● ●
キンクロハジロ 冬鳥 ● ●
コガモ 冬鳥 ● ●
コサギ 冬鳥 ● ●
スズガモ 冬鳥 ● ●
セグロセキレイ 冬鳥 ● ●
ダイサギ 冬鳥 ● ●
ハシビロガモ 冬鳥 ● ●
マガモ 冬鳥 ● ●
チュウサギ 旅鳥 ● ●
ヒドリガモ 不明 ●
ホシハジロ 不明 ●
ユリカモメ 不明 ●

水
鳥

種名 区分 善福寺川 杉並区全域

アオゲラ 留鳥 ● ●
オオタカ 留鳥 ● ●
オナガ 留鳥 ● ●
カケス 留鳥 ●
カワラヒワ 留鳥 ● ●
キジバト 留鳥 ● ●
コゲラ 留鳥 ● ●
コジュケイ 留鳥 ●
シジュウカラ 留鳥 ● ●
スズメ 留鳥 ● ●
チョウゲンボウ 留鳥 ●
ツミ 留鳥 ●
トビ 留鳥 ● ●
ハシブトガラス 留鳥 ● ●
ハシボソガラス 留鳥 ● ●
ヒガラ 留鳥 ● ●
ヒヨドリ 留鳥 ● ●
ホオジロ 留鳥 ●
ムクドリ 留鳥 ● ●
メジロ 留鳥 ● ●
ヤマガラ 留鳥 ● ●
アオジ 冬鳥 ● ●
アカハラ 冬鳥 ● ●
アトリ 冬鳥 ●
ウグイス 冬鳥 ● ●
カシラダカ 冬鳥 ●
シメ 冬鳥 ● ●
ジョウビタキ 冬鳥 ● ●
シロハラ 冬鳥 ● ●
ツグミ 冬鳥 ● ●
モズ 冬鳥 ● ●
ルリビタキ 冬鳥 ● ●
ウソ 不明 ●
エナガ 不明 ● ●
ノスリ 不明 ●

陸
鳥

 種類数は目黒自然教育園、野川公園に次ぐ３番目の

種類数でした。 

 都内の公園等の水鳥と比較すると、台地部の大きな

水面を有する公園（井の頭、石神井）と、多様な環

境と接する水路や河川の緑地の性質（野川、玉川上

水）を併せもつ種構成であることがわかります。 

◇善福寺川と周辺緑地でみられる鳥の比較（※2） 
 

＜外来の鳥＞ 
ガチョウ、バリケン、ドバト、 
ホンセイインコ 

＜市街地などを利用する鳥＞ 
スズメ、ハシブトガラス 

＜草地・農地を利用する鳥＞ 
ジョウビタキ、ムクドリ、ハシボソガラ
ス 

＜林地などを利用する鳥＞ 
トビ、オオタカ、キジバト、オナガ 

＜林地を利用する鳥＞ 
アオゲラ、コゲラ、ヒヨドリ、ルリビタ
キ 
アカハラ、シロハラ、ウグイス、エナガ 
シジュウカラ、メジロ、シメ、アトリ 

＜林縁などを利用する鳥＞ 
モズ、ツグミ、アオジ、カワラヒワ 

＜水鳥（水辺を利用する鳥）＞ 
カイツブリ、カワウ、ゴイサギ、ダイサ
ギ 
コサギ、アオサギ、オシドリ、マガモ 
ヒドリガモ、カルガモ、コガモ、 
オナガガモ、ハシビロガモ、ホシハジ
ロ、キンクロハジロ、スズガモ、バン、
オオバン、カワセミ、キセキレイ、ハク
セキレイ、セグロセキレイ、ユリカモメ 

※調査時間外のみの確認種は除く 
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林縁などを利用する

林地を利用する

林地～農地等を利用する
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外来種

水鳥

水辺 （17）

林縁（３）

林地（８）

林地など（２）

草地・農耕地（３）

市街地・その他（２）

外来種（２）

()内の数字は種類数を示す 
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種
数 河川・海域と連続した広域で多様な環境

草地や耕作地と複合的な河川・池沼・湿地

樹林・草地などと複合的な河川・池沼・湿地

汽水域、下流域の河川

広い池沼・河川

池沼・河川

Ａルート Ｂルート Ｃルート Ｄルート Ｅルート Ｆルート

カイツブリ NT ● ●
ダイサギ VU ● ● ● ●
チュウサギ ＮＴ VU ● ▲
コサギ VU ● ● ● ● ●
オシドリ DD EN ●
スズガモ ※ ●
トビ NT ●
オオタカ ＮＴ CR ● ● ●
ノスリ EN ▲
バン VU ● ●
オオバン VU ● ▲
カワセミ VU ● ● ● ▲ ●
アオゲラ EN ●
セグロセキレイ VU ● ● ●
モズ VU ▲ ▲ ●
ウグイス ● ● ●
エナガ ・ ●
ヤマガラ VU ▲
ウソ NT ▲ ▲

12 5 8 6 10 2

種名
これまでの調査で確認された場所国ＲＤ

※1
東京都

ＲＤ
※2

種数の合計

7 7

8

7

8 8 8 8

9

8

6

9 9 9

10

9

10

8

11

8

10

8

0

2

4

6

8

10

12

0

100

200

300

400

500

600

700

800

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

渡
り
鳥

留
鳥

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019

年

確
認
し
た
種
数

確
認
し
た
個
体
数

カルガモ

ハクセキレイ

ゴイサギ

その他

オナガガモ

キンクロハジロ

コガモ

キセキレイ

その他

留鳥種数
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